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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 
日本におけるホテル不動産投資信託（以下“ホテルリート”）市場の拡大可能性の検証  /  
Viabi l i ty  o f  Hotel  REIT in Japan (Future development  of  Japanese Hospital i ty  REIT 
market )  をテーマとし、今後日本の不動産投資信託市場において、ホテルリートがどの
ような位置づけとなるのかを検証することが目的である。また、ホテル所有者として、
新たなプレーヤーとなるリートが、今後日本のホテル業界にどのような変化をもたらす
のか、ということを明らかにしたい。ホテルにおける株主と不動産所有者、経営者の関
係について、各意思決定主体間の利害調整の仕組みなどを検討する。  
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 
日本におけるホテル不動産投資信託（以下“ホテルリート”）市場の拡大可能性とホ
テル業界への影響の検証  （仮）をテーマとしており、今年度は、修士論文に経営学の
理論を加え学会で報告する、ということを目標に基礎的な研究を行ってきた。  
 基礎的学習として経営学の一般的理論に関して、網羅するよう努めた。その上で、
理論的側面である「所有と経営の分離」、「エージェンシー理論」の２つの視点を入れ
て修士論文を発展させ、学会報告を行った。  
 具体的には、今世紀初頭からのホテル業界における所有（経営）と運営の分離は、
バーリー =ミーンズによる近代株式会社における所有と経営の分離に当てはめて説明
が出来るのではないか、という視点である。更に、ホテル所有者（オーナー）と運営
者（オペレーター）はエージェンシー理論におけるプリンシパルとエージェントの関
係にあると言える。その観点から、ホテル契約交渉時に所有者が運営者との利益相反
を防ぐための契約条項を検討するのは当然である、という視点を入れて、ホテル契約
交渉時に重要視される条項を再度検討した。  
博士課程在籍 1 年目としては、基礎的研究と学会報告を主軸に活動した。そのため当初
の計画であったリート市場の変遷と潮流を体系的に整理した上で、その中でもホスピタリ
ティ・アセットと言われるホテル等に特化した、所有物件ポートフォリオにホテルを含む
リート市場について調べる、というところまでは行き着かなかった。  
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